
◆
星
野
健
司
彫
刻
展

　

６
月
９
日
か
ら
『
星
野
健
司
彫
刻
展
』
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
星
野
さ
ん
は
新
潟
市
在
住
の
彫
刻
家
で
、

鉄
や
ス
テ
ン
レ
ス
な
ど
金
属
を
素
材
に
、
個
展
を
中

心
に
作
品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
１
９
７
６
年
に
多

摩
美
術
大
学
大
学
院
彫
刻
専
攻
を
修
了
後
、
地
元
巻

町
に
戻
っ
て
角
田
山
を
望
む
地
に
ア
ト
リ
エ
を
構
え

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
星
野
さ
ん
は
世
界
へ
向
け
て
作

品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
は
、
初
期
の
抽
象
的
な
『
不
可
思

議
の
森
』
シ
リ
ー
ズ
か
ら
現
在
の
作
品
ま
で
、
彫
刻

家
・
星
野
健
司
の
集
大
成
と
い
え
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

星
野
さ
ん
は
工
業
用
の
素
材
を
用
い
、
溶よ

う

接せ
つ

鍛た
ん

造ぞ
う

と
い
う
手
法
で
制
作
し
て
い
ま
す
。
熱
し
た
金
属
を

叩
い
て
形
を
変
え
、
そ
れ
を
溶
接
し
て
つ
な
ぎ
合
わ

せ
、
フ
ォ
ル
ム
を
形
作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
て

生
ま
れ
た
作
品
は
、
と
て
も
ク
ー
ル
で
格
好
い
い
。

無
理
し
て
若
者
言
葉
を
使
う
な
よ
、
と
お
叱
り
を
受

け
そ
う
で
す
が
、
で
も
、
そ
う
表
現
し
た
く
な
る
の

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
自
身
の
目
で
作
品
を
鑑
賞
し
て
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
田
か
お
り
）

◆
コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
案
内

　

６
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時
と
６
時
半
か
ら
の
２

回
に
わ
た
っ
て
『
ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ブ
・
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

＆
豊
野
美
佐
子
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
橘
光
一
』
を
開
催
し
ま
す
。

夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た

く
て
、
自
ら
夢
に
向
か
っ
て
動
い
て
い
る
３
人
の
ラ

イ
ブ
で
す
。
懐
か
し
い
歌
、
優
し
い
歌
、
元
気
や
勇

気
の
で
る
歌
を
お
届
け
し
ま
す
。
会
場
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
歌
う
曲
も
準
備
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

７
月
１
日
（
日
）
午
後
６
時
か
ら
は
『
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｕ
Ｙ
Ａ
ラ
イ
ブ
』
を
開
催
し
ま
す
。
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｙ
Ａ

は
バ
ス
フ
ル
ー
ト
渡
瀬
英
彦
さ
ん
と
ピ
ア
ノ
寺
田
正

彦
さ
ん
に
よ
る
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
で
す
。

渡
瀬
英
彦
さ
ん
は
、
筑
波
大
学
吹
奏
楽
団
で
指
導
を

し
て
い
ま
す
。
同
楽
団
は
毎
年
春
に
南
魚
沼
市
の
学

校
で
演
奏
を
行
っ
て
、
渡
瀬
さ
ん
も
演
奏
を
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
新
潟
出
身
の
フ
ル
ー
ト
奏
者
３
名
、

浅
利
守
宏
さ
ん
、
西
山
直
子
さ
ん
、
渡
辺
優
子
さ
ん

が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
迫
力
の
ビ
ッ
グ
ラ
イ
ブ
を

ご
堪
能
い
た
だ
け
ま
す
。

ど
ち
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
美
術
館
で
チ
ケ
ッ
ト

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
良
子
）　
　
　
　
　
　
　

◆
夜
の
熱
気

　

い
よ
い
よ
暑
さ
た
ぎ
る
夏
が
近
づ
い
て
き
た
。

先
日
、『In the Heat of the Night

』
と
い
う

懐
か
し
い
映
画
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
見
た
。
１
９
６
７
年
公

開
の
ア
メ
リ
カ
映
画
で
直
訳
す
る
と
「
夜
の
熱
気
の

中
で
」
と
な
る
。
当
時
、
自
分
は
15
歳
の
た
め
劇
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
山
形
盆
地
の
こ
と

　

東
北
芸
術
工
科
大
学
に
用
が
あ
り
、
車
で
山
形
市

に
入
っ
た
の
で
す
が
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
も
何
か
変

な
感
覚
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
。
何
か
な
と
考
え
た

と
こ
ろ
、
ど
う
も
方
向
感
覚
に
狂
い
が
生
じ
て
い
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
の
で
す
。
船
底
の
形
を

し
た
山
形
盆
地
を
あ
ち
こ
ち
移
動
す
る
う
ち
に
東
が

西
に
、
南
が
北
に
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

蔵
王
連
峰
を
背
に
山
形
市
の
高
台
に
立
つ
東
北
芸

工
大
の
校
舎
に
眩
し
い
ほ
ど
の
西
日
が
あ
た
り
、
遠

く
月
山
の
残
雪
が
白
く
輝
い
て
い
る
の
で
、
た
し
か

に
自
分
は
北
西
を
向
い
て
い
る
は
ず
な
の
で
す
が
、

に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
ず
、
東
西
南
北
を
認
識
す
る

ま
で
に
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

地
形
図
を
見
る
と
、
山
形
市
は
盆
地
の
東
端
下
部

に
位
置
し
、
北
と
西
の
方
面
が
大
き
く
開
い
て
い
ま

す
。
小
生
の
頭
脳
は
、
開
放
的
で
空
が
広
々
と
し
た

景
色
を
南
の
方
角
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。
蕪
村
の
句
に
「
菜
の
花
や
月
は
東
に
日
は

西
に
」
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
山
形
訪
問
で
は
、

「
日
は
東
に
」
沈
む
と
い
う
不
思
議
な
錯
覚
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。　
　
（
高
橋
良
一
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
月
号

H30 年　No.92

で
見
た
こ
と
は
な
い
。

　

１
９
７
２
年
の
11
月
５
日
の
『
日
曜
洋
画
劇
場
』

で
放
映
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
そ
れ
を
見
た
記
憶
は
か

す
か
に
あ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
思
い
出
し
な
が
ら
見

て
い
く
と
、
何
と
も
言
え
な
い
懐
か
し
い
歌
声
が
心

に
沁
み
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
音
楽
を
担
当
し
た

の
が
ク
イ
ン
シ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
で
、
歌
手
は
レ

イ
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
。

　

当
時
、
米
国
は
人
種
偏
見
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
っ

た
。
黒
人
刑
事
役
の
シ
ド
ニ
ー
・
ポ
ア
テ
ィ
エ
と
人

種
差
別
主
義
者
の
警
察
署
長
に
扮
す
る
ロ
ッ
ド
・
ス

タ
イ
ガ
ー
と
の
緊
張
関
係
で
物
語
が
進
ん
で
い
く
。

こ
の
映
画
は
第
40
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
作
品
賞
、
主
演

男
優
賞
（
ロ
ッ
ド
・
ス
タ
イ
ガ
ー
）、
脚
色
賞
、
音

響
賞
、
編
集
賞
を
受
賞
し
た
。
映
画
の
邦
題
は
『
夜

の
大
捜
査
線
』。
う
だ
る
よ
う
な
熱
き
夜
に
一
見
の

価
値
あ
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
西
英
孝
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
リ
ユ
ー
ス

　

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
─
─
素
敵
な
響
き
で
す
ね

（
笑
）。
私
は
よ
く
、
古
着
を
買
い
に
行
き
ま
す
。
ス

ト
レ
ス
解
消
の
ひ
と
つ
な
の
で
、
買
い
物
に
行
く
と

必
ず
数
件
、
古
着
屋
の
は
し
ご
を
し
ま
す
。
一
軒
一

軒
、
片
っ
端
か
ら
洋
服
を
見
て
い
く
と
結
構
、
時
間

が
か
か
る
の
で
す
が
、
大
量
の
古
着
の
中
か
ら
自
分

好
み
の
デ
ザ
イ
ン
や
価
格
の
物
に
出
会
え
た
時
の
瞬

間
が
た
ま
ら
な
く
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
た
く

さ
ん
買
っ
て
も
通
常
で
購
入
す
る
１
着
分
?!
な
ん
て

時
も
あ
り
、
何
だ
か
得
を
し
た
気
分
に
な
る
の
で
す
。

買
い
取
り
価
格
を
期
待
し
て
は
行
き
ま
せ
ん
が
、
売

り
に
も
行
き
ま
す
。

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
好
き
で
、
た
ま
に
出
店
し

て
い
ま
し
た
。
こ
こ
最
近
、
行
け
て
な
い
の
で
す
が
、

娘
が
小
さ
い
頃
、
親
子
三
代
で
よ
く
出
店
し
て
い
ま

し
た
。
衣
替
え
の
季
節
、
娘
の
小
さ
く
な
っ
た
洋
服

や
溜
ま
り
に
溜
ま
っ
た
洋
服
を
整
理
し
て
、
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
持
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ゆ
っ
く
り
古
着
屋
巡
り
を
し
て
ス
ト
レ
ス

解
消
を
し
た
い
で
す
。　
　
　
　
　
（
山
口
加
奈
子
）

星野健司「ライダー・トリックスターⅫ - アマゾン」1997 年　撮影・三浦興一

星
野
健
司
「
行
者
」
２
０
１
０
年　

撮
影
・
三
浦
興
一



池田記念美術館　展覧会・イベント情報

池田記念美術館　南魚沼市浦佐５４９３－３　（八色の森公園内）
ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５

【開館時間】 ９：００～１７：００　（入館受付は１６：３０まで）　　
【入 館 料】 一般　５００円　　高校生以下無料          
【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

【 6 月の休館日 】
※水曜日（6 日、13 日、20 日、27 日）
※ 7 日（木）、8 日（金）は展示替えのため臨時休館
※ 20 日（水）は休館日ですが、コンサートのみ開催。展覧会
はご覧いただけません。

◎他のイベント情報
■池田音楽クラブ「音を楽しむ集い」※入場無料です。

　■ 6 月 17 日（日）11：30 〜　月例音楽会（フルート、ピアノ）　

　■ 6 月 24 日（日）14：00 〜　フォークソングの日

■星野健司 彫刻展―不可思議の森―
◎ 1 階企画展示室、2 階展示室Ⅰ　◎期間：6 月 9 日（土）〜 7 月 16 日（月・祝）
新潟市西蒲区在住の彫刻家・星野健司氏の個展です。鉄やステンレスを素材
にした作品を発表し、新潟県立万代島美術館が企画した「新潟の作家 100 人」
にも 2 度選出された注目の彫刻家です。星野氏は 1951 年旧西蒲原郡巻町生ま
れ。76 年多摩美術大学大学院彫刻専攻修了。今回の展覧会は彫刻家としての
集大成となる作品展です。

【関連イベント】
日本の近・現代彫刻史で『不可思議の森』を解剖する？！
　対談　星野健司×山浦健夫（近代彫刻研究家）

　6 月 9 日（土）14：00 〜 16：00　※入館料 500 円が必要です

彫刻家・星野健司氏より……70 年代初めの頃に「不可思議の森」というタイトルの
下、抽象的な彫刻群を、さらに 90 年代を境に「ライダー・トリックスター」という
バイク乗りの人体彫刻を造り始め、今日に至っております。……御来場の皆様にご
批評ご批判を頂く事ができましたら、これにまさる幸せはございません。この展覧
会を一つのけじめとし、これからの私の制作の縁

よすが

にいたして参りたいと思います。

■〈次回展覧会〉第 19 回 八海山夢展
◎ 1 階企画展示室、2 階展示室Ⅰ・Ⅱ　◎期間：7 月 21 日（土）〜 8 月 27 日（月）
地元の美術愛好家を中心に、絵画・書道・写真・水石・工芸の 5 部門約 100
人が出展します。イケビの夏を飾る夢展は今回で 19 回目を迎えました。さま
ざまなジャンルで、魚沼の暮らしや風景を見つめる人たちの展覧会です。解
説会や実演など、出展者との交流を図るイベント “ 美のツボ ” も開催します。

■同時開催　八海山ジュニア展　◎ 1 階多目的ホール

八海山夢展の開催期間、平成 29 年度新潟県ジュニア美術展覧会と新潟県中越
教育美術展に入賞した南魚沼市内の児童生徒の作品を展示します。

池田記念美術館の年間パスポート！  　
料金 3,000 円で発行日から 1年間有効。有効期間中に開催される全ての展
覧会と常設展が観覧できます。特典として、①入館招待券 3枚、②いけび
Café で利用できるドリンクチケット 2枚をプレゼントいたします。

■常設展＆所蔵品展示
「スポーツ文化展示室」野球、相撲、オリンピックなどの資料を展示しています。
「小泉八雲展示室」小泉家秘蔵の直筆原稿などを紹介しています。
「2F 展示室Ⅱ」ラグーザ・玉、ツルテム（モンゴル）、會津八一、良寛などを展示中。
「多目的ホール」ベースボールカードなどのスポーツカードを展示しています。

■第 9 回南魚沼グルメマラソン　八色の森公園にレース参加者 4,500 人！

　■ 6 月 10 日（日）9：00 スタート　大人気のグルメ村、アフターランイベント

池田記念美術館 
法人パスポート募集開始 　

一口10,000円　特典多数用意しました。

YOSHI ＆とよのみさこ with 橘 光一
ドリームライブ
6 月 20 日（水）

会場：池田記念美術館
昼の部　13：30 開場　14：00 開演
夜の部　18：00 開場　18：30 開演

チケット 2,500 円（お茶・お菓子付き）
美術館受付にてチケット販売中

いけび Café
ヤミーさんのジェラート販売中

6 月 10 日のグルメマラソンを応援します！

星野健司「不可思議の森」　

ショップ情報
「ONYONE のスポーツウェア」

グルメマラソン会場でも販売します！


